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留意事項１ 

 ガイド編は筆記検定のほか、野外検定として２ページ目から４ページ目に掲載されている樹木・草花

の中から 40 種類が出題されます。実物から樹木・草花を判別し、名前を答えてください。なお、掲載さ

れている和名、別名どちらで答えても正解とします。 

 

 

留意事項２ 

【樹木の部】 

掲載樹木は 40 種類あります。その中から 30 種類出題されます。 

 

【草花の部】 

 掲載草花は 20 種類あります。その中から 10 種類出題されます。 

 

 

留意事項３ 

   筆記検定及びその他留意事項等は「オホーツクみどり検定問題集」をご覧ください。 
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（樹木の部）         オホーツクみどり検定（カイド編）      

 和 名（別 名） 科 名 備 考 

1 イチイ （オンコ、アララギ） イチイ科 針葉樹 

2 

3 

4 

5 

トドマツ （アカトドマツ） 

アカエゾマツ （ヤチシンコ） 

プンゲンストウヒ （コロラドトウヒ） 

カラマツ （ラクヨウ、ニホンカラマツ） 

マツ科 

マツ科 

マツ科 

マツ科 

針葉樹 

〃 

針葉樹（外来種） 

〃 

６ チョウセンヤマナラシ （エゾヤマナラシ） ヤナギ科 広葉樹 

７ オニグルミ  クルミ科 広葉樹 

８ 

９ 

1０ 

シラカンバ （シラカバ） 

ハンノキ 

ケヤマハンノキ 

カバノキ科 

カバノキ科 

カバノキ科 

広葉樹 

〃 

〃 

1１ 

1２ 

ミズナラ 

クリ 

ブナ科 

ブナ科 

広葉樹 

広葉樹（外来種） 

1３ ハルニレ （アカダモ、ニレ、エルム） ニレ科 広葉樹 

1４ ヤマグワ クワ科 広葉樹 

1５ カツラ カツラ科 広葉樹 

1６ 

1７ 

ホオノキ （ホオガシワ） 

キタコブシ 

モクレン科 

モクレン科 

広葉樹 

〃 

1８ 

１９ 

ツルアジサイ （ゴトウヅル） 

ノリウツギ （サビタ） 

ユキノシタ科 

ユキノシタ科 

つる性木本 

広葉樹 

２０ フッキソウ ツゲ科 常緑小低木 
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 和 名（別 名） 科 名 備 考 

21 

22 

23 

24 

エゾヤマザクラ （オオヤマザクラ） 

シウリザクラ 

アズキナシ （カタスギ） 

ナナカマド 

バラ科 

バラ科 

バラ科 

バラ科 

広葉樹 

〃 

〃 

〃 

25 

26 

イヌエンジュ 

エゾヤマハギ 

マメ科 

マメ科 

広葉樹 

〃 

27 キハダ （シコロ） ミカン科 広葉樹 

28 ツタウルシ ウルシ科 つる性木本 

29 

30 

ニシキギ 

マユミ 

ニシキギ科 

ニシキギ科 

広葉樹 

〃 

31 

32 

ヤマモミジ 

イタヤカエデ （エゾイタヤ） 

カエデ科 

カエデ科 

広葉樹 

〃 

33 ヤマブドウ ブドウ科 つる性木本 

34 サルナシ （コクワ、シラクチヅル） マタタビ科 つる性木本 

35 ハリギリ （センノキ） ウコギ科 広葉樹 

36 ミズキ ミズキ科 広葉樹 

37 エゾムラサキツツジ （トキワゲンカイ） ツツジ科 広葉樹 

38 

39 

ヤチダモ （タモノキ） 

ハシドイ  （ドスナラ） 

モクセイ科 

モクセイ科 

広葉樹 

〃 

40 エゾニワトコ スイカズラ科 広葉樹 

 

注１． 針葉樹とは、カラマツの落葉針葉樹を除き、全て常緑針葉樹。 

広葉樹とは、エゾムラサキツツジの半常緑広葉樹を除き、全て落葉広葉樹。 

つる性木本とは、落葉つる性木本。 

常緑小低木とは、低木で冬も緑である常緑樹。 



和名(別名)　　 科名 備考 和名(別名)　　 科名 備考

イチイ(オンコ、アララギ) イチイ科 針葉樹 プンゲンストウヒ(コロラドトウヒ) マツ科 針葉樹(外来種)

トドマツ（アカトドマツ） マツ科 針葉樹 カラマツ(ラクヨウ、ニホンカラマツ) マツ科 針葉樹(外来種)

アカエゾマツ（ヤチシンコ） マツ科 針葉樹 チョウセンヤマナラシ(エゾヤマナラシ)ヤナギ科 広葉樹

野生のものは、全長20mを超えて成長するが、公園や庭園に植えると5-15m
程度の大きさに留まる。樹形は円柱-円錐形を基本とし、水平に枝を分枝す
る。枝が黄褐色、幹は灰色のうろこ状の樹皮で覆われる。葉は、長さ3cm程
度の針状で、枝に対して全周性-放射状に付き、表面に青い粉上のワックス
を伴っている。球果(実；コーン)は、淡褐色で長さは10cmのものを付ける。プ
ンゲンス(pungens)は、｢鋭くとがった｣を意味し、その葉の形状に由来して
いる。コロラド州のシンボルツリーにも指定されている。

5

カラマツはマツ科の中では珍しい、落葉性の高木。樹高は30m近くになり、
直径も1mを越えるものがある。葉は線形で長さ２～３ｃｍ。短枝では葉は円
形に配列され、枝先などの長枝では螺旋状に配列される。花は５月頃に咲
く。和名は葉の付いた様子が唐文様に似ているとの意味であり、落葉する
ので落葉松、富士山に生育するのでフジマツの別名もある。秋には黄葉し、
春は新緑が美しい。

6

幹は直立する。成長が旺盛で寿命が短く，通常，高さ15～20m太さ30～40cm
で樹勢が衰える。樹皮は若いうち灰緑色で平滑，徐々に黄褐色となり下部
から割れ目が入り黒ずむ。樹皮には灰褐色で菱形をした皮目が入り年々大
きくなる。若枝には灰白色の軟毛が生えることが多い。冬芽は先がとがる。
頂芽は側芽よりやや大きめで長さ10mm前後，三角錐状の卵形。側芽は紡錘
形。葉はうすい革質で，上面（表面）が緑色，下面（裏面）が淡緑色。葉形は広
卵形または扁円形で急に先がとがり，縁には波状の鋸歯がある。葉身長は
7cm前後。若葉のうち下面に軟毛が生えることがある。

4

北海道を代表する亜寒帯の針葉樹で、樹高２０～２５
メートル、直径５０センチに達する。幹は直立し、樹冠は
円錐形で、階段状に輪状に密生した枝が水平または
斜上する。梢をみただけで遠くから識別できる。春先
の明るい緑色の新葉の姿は優しく、美しい。

常緑針葉樹の高木で、樹高１５から２０メートル、直径１メートルに達する。直幹
性で分枝が多いが、風衝地では低木状になる。成長が遅いので、大きな個
体は珍しい。陰樹で耐陰性および耐寒性が強く、湿性を好む。 　葉は長さ
約２センチ、幅約２ミリの線形で、らせん状につく。先端はとがるが、にぎっ
ても痛くない。葉裏には淡緑色の気孔帯が２条あるが、目立たない。 よく
似ているカヤやイヌガヤに比べて葉が短く、やわらかいので、区別がつく。

1

2

3

アカエゾマツは北海道と東北地方の一部、南千島、樺太に分布する常緑針
葉の高木。北海道の主要な樹木の一つであり、道内では特に北部と東部で
多い。大きなものは樹高20ｍ以上、直径1ｍに達し、エゾマツやトドマツなど
と共に針葉樹林を形成する。樹皮は不規則に剥がれてささくれ立つ。色は
赤みがかっていて、本種のわかりやすい特徴の一つである。名前の「赤蝦
夷松」は、北海道に生え樹皮の色がエゾマツに比べ赤いことによる。



和名(別名)　　 科名 備考 和名(別名)　　 科名 備考

オニグルミ クルミ科 広葉樹 ケヤマハンノキ カバノキ科 広葉樹

シラカンバ(シラカバ) カバノキ科 広葉樹 ミズナラ ブナ科 広葉樹

ハンノキ カバノキ科 広葉樹 クリ ブナ科 広葉樹(外来種)

ミズナラはブナとともに冷温帯を代表する落葉高木。大きく成長し、樹高は
３０ｍに達する。南樺太、南千島～九州の冷温帯に分布し、ブナと混生した
り、純群落を形成する。ブナよりもやや低海抜地にも生育し、やや分布域は
広い。どちらかといえば、立地条件の良い場所をブナが占領し、物理的環境
の厳しい場所でミズナラが優勢になる傾向がある。若枝ははじめ淡褐色の
毛があるが、後に無毛。若葉は両面有毛だが、やがて裏面のみ短毛と絹毛
が残る。

12

ハンノキは湿原や沼沢地に生育する高木であり、日本全国・朝鮮・ウスリー・
満州に分布している。湿原のような過湿地において森林を形成する数少な
い樹木である。樹皮は暗灰褐色で、小さく割れてはがれる。葉は長さ5～13
ｃｍで卵状長楕円形。基部はくさび型で先端も尖る。葉脈の側脈は7～9対。
表面は無毛で鈍い光沢があり、裏面はほとんど無毛で、葉脈の脈腋にわず
かに毛がある。花は11月から4月にかけて咲く。

落葉性高木で、高さ17m、幹の直径は80cm、あるいはそれ以上になる。樹皮
は灰色で厚く、縦に深い裂け目を生じる。

葉は長楕円形か長楕円状披針形、やや薄くてぱりぱりしている。表はつや
があり、裏はやや色が薄い。周囲には鋭く突き出した小さな鋸歯が並ぶ。

7 10

落葉高木。北海道～九州の川沿いや窪地など、湿り気の多いところに生え
る。高さ7～10mになる。樹冠はまるい。樹皮は暗灰色。縦に割れ目が入る。
若い枝には短毛と軟毛があり、直径約2cmと太い。長楕円形の皮目が多い。
葉は互生。奇数羽状複葉で長さ40～60cm。葉柄と葉軸に褐色の軟毛や腺
毛が密生し、小葉が5～9対つく。小葉は長さ8～18cm、幅3～8cmの楕円形
で、ほとんど無柄。先端は短く尖り、基部はややゆがんだ切形、縁には細か
い鋸歯がある。表面は無毛。裏面には星状毛が密生する。雌雄同株。葉の展
開と同時に開花する。

ケヤマハンノキは山野，渓畔に広く生える落葉高木で，高さ20m，直径60cm
に達する。樹皮はやや紫褐色を帯び，平滑，横長で灰色をした皮目が目立
つ。葉は広卵形～広楕円形で鈍頭，浅い欠刻状の重鋸歯がある。基部は切
形またはやや円形，長さ6～14cm，幅4～12cm。ともに花は道内では雪解け時
期に葉に先だって咲き（ハンノキは暖地で11月に咲く），雄花序は枝の先端
につき，開花時に長く下垂し7cmほどになる。雌花序は雄花序の直下につき，
果時には毬果状になり秋に暗褐色に熟す。

8 11

9

シラカンバはシラカバとも呼ばれる。シラカンバほど高原のイメージを醸し
出す樹木はないかもしれない。自然らしさの象徴と思えるシラカンバであ
るが、実は遷移の上では先駆植物であり、森林などが破壊された後にいち
早く侵入し、成長する植物である。シラカンバの林は、植生破壊があったこ
とを示しているわけである。成長速度は速く、比較的短期間に大きく成長す
る。直径は40cmほどにもなるが、大きく成長したものは中心部が腐朽して
いることが多く、風などによって倒伏しやすい。



和名(別名)　　 科名 備考 和名(別名)　　 科名 備考

ハルニレ(アカダモ、ニレ。エルム) ニレ科 広葉樹 ホオノキ(ホオガシワ) モクレン科 広葉樹

ヤマグワ クワ科 広葉樹 キタコブシ モクレン科 広葉樹

カツラ カツラ科 広葉樹 ツルアジサイ(ゴトウヅル) ユキ/ツタ科 つる性木本

ヤマグワはただ単にクワとも呼ばれ、カイコの餌として畑にも植栽されて
いた。日本全国に分布し、朝鮮・中国からヒマラヤまで広く分布する。雌雄異
株で４月頃に緑色の球状の花序を形成する。花弁はない。７月頃、果実は赤
色から黒紫色に熟し、食べられる。養蚕が盛んであった頃には桑の実は結
構なおやつであったが、最近はほとんど見かけなくなってしまった。カエル
の初期発生の項目で、卵の発生過程で「桑実胚」という時期があるが、桑の
実を知らない学生にはピンとこない。

幹は直立し，高さ20m，太さ40cm以上になる。樹皮は灰色で平滑，徐々に細か
な溝がたくさんでき老木になるとイボ状に隆起する。枝は太めで円すい形
の樹冠となる。小枝はジグザグくねったように着く。冬芽は1枚の鱗片で被
われ長い絹毛に包まれる。頂芽は紡錘形で長さ10～15mm，側芽は長卵形で
小さく長さ約5mm。花芽は枝先に着き長卵形で先がとがり長さ20～25mm。
葉は互生し，広倒卵形で幅広の先がやや急にとがり，長さ10～17cm，幅6～
8cm，鋸歯は無い。花は葉の展開前に咲く。花弁6枚からなり径10～12cm，淡
紅色をおびた白色で香気がある。

18

カツラの樹はその葉や樹冠が端正で優しい印象があって、都市緑化木とし
てもいい雰囲気の緑陰を提供してくれる。そして秋の黄葉はひときわ美し
く、条件が整えば、ほのかな甘い香りを漂わせ、これに気づいて、ふと足を
止めることになる。さらに、その木材は古くから生活に密着した堅実な有用
材として知られ、利用されてきた。高さは30mほど、樹幹の直径は2mほどに
もなる。葉はハート型に似た円形が特徴的で、秋には黄色く紅葉する。落葉
は甘い香り（醤油の良いにおいに似ている）を呈する。成長すると主幹が折
れ、株立ちするものが多い。

ツルアジサイはゴトウヅルとも呼ばれ、北海道から本州・四国・九州、南千島・
樺太・朝鮮南部に分布する落葉性のツル植物。主にブナ林や暖温帯上部の
夏緑広葉樹林に生育する。林縁や樹木の枯損によって形成されたギャップ、
岩上などに生育する。茎は気根を出して樹木に付着し、這い登る。葉は対生
し、葉の長さは5～12cm。長さ３～９ｃｍの葉柄がある。葉質はやや厚く、縁に
規則正しい。両面、脈に沿って短毛があり、脈腋には白色の毛が密生する。６
月から７月にかけ、枝先に花序を形成する。

13 16

北日本の山地に多い落葉広葉樹の高木で、高さ２５メートル、直径５０センチ
以上になる。一般にニレとして親しまれ、単にニレといった時はハルニレを
さす。洋名、エルムも知られている。谷筋、扇状地、斜面下部で良く成長し、
渓畔の肥沃地で、明るい場所にしばしば純林が成立する。幹は比較的下部
で大きく分かれ、多数の太い枝を張り、広卵形の大きく、豪壮な樹冠を拡げ
たハルニレの木の下は恰好の憩い場所である。ハルニレは北海道で立派な
大木になるので、アイヌと縁が深く、多くの逸話が残されている。

落葉高木。北海道～九州の丘陵、山地に生える。高さ30ｍほどになる。樹皮
は灰白色。平滑で皮目が多い。枝は太くて無毛。枝を1周する托葉痕が目立
つ。葉は互生。枝先に集まってつく。葉身は長さ20～40cm、幅10～25cmの長
さ20～40cmの倒卵形～倒卵状長楕円形で、全縁。花期は５～6月。冬芽は2
個の托葉と葉柄が合着したキャップ状の芽鱗に包まれる。無毛。頂芽は大き
くて長さ3～5cmある。葉痕は扁円形または心形。維管束痕は多数。（樹に咲
く花）

14 17

15



和名(別名)　　 科名 備考 和名(別名)　　 科名 備考

ノリウツギ(サビタ) ユキ/ツタ科 広葉樹 シウリザクラ バラ科 広葉樹

フッキソウ（富貴草） ツゲ科 常緑小低木 アズキナシ(カタスギ) バラ科 広葉樹

エゾヤマザクラ(オオヤマザクラ)バラ科 広葉樹 ナナカマド バラ科 広葉樹

北海道～九州の山地の林内に生える。 雌雄同株。茎の下部は地をはい、上
部は斜上して高さ20～30cmになる。葉は厚く、密に互生し、長さ5～10cm、
幅2～4cmの卵状楕円形または菱状倒卵形。上半分には粗い鋸葉がある。雄
花は茎の上部に密につき、その下に雌花が5～7個つく。雄花にも雌花にも
花弁はなく、4個の萼片がある。果実は核果。長さ約1.5cmの卵形で白く熟
す。花期は3～5月。（野に咲く花）

アズキナシは北海道から九州に分布する落葉の高木。中国大陸にも分布す
る。温度的には、ブナ帯の下部から低山帯まで広く生育する。高木といって
もあまり高くはならないので、コナラやアベマキなどの優占群落を形成す
る樹種とは競合できず、何らかの攪乱があったような場所に生育すること
が多い。アズキナシの特徴は、葉に規則正しい波状の構造があることであ
る。葉には10～13対の明瞭な側脈があり、側脈が葉の裏側に突出している。
春に白い花を咲かせ、秋には赤い小さなアズキほどの果実を付ける。

24

エゾヤマザクラは山地に生える落葉高木で，高さ25m，太さ1.3mに達する。
樹皮は光沢のある紫褐色。若葉は赤褐色，成葉はほぼ楕円形で先は尾状に
とがる。腺で終わる鋭鋸歯がある。花は5月に葉と同時に開く。実は赤から
紫黒色に熟す。

５～６月、枝先に直径６～８ミリの白色の小さな５弁花を密に複数房状につけ
る。両性花である。小さな花が密生して咲くことは、昆虫がとまるための便
利な台となる。落葉広葉樹の中高木で、高さ１０～１５メートル、直径２０～３０
センチになる。樹幹は単幹、双幹、株立ちがある。枝は太いが斜上するの
で、樹冠は横にあまり拡がらない。樹皮は固有の臭気がある。日当たりのよ
い適潤か湿潤な肥沃地でよく成長するが、やや乾燥した尾根筋などにも生
育する。亜高山帯の針葉樹林内の疎開地によく見られる。

19 22

ノリウツギは北海道から九州に分布する落葉の低木。千島から樺太、中国に
も分布する。生育立地はとにかく多様であり、林縁や草原、岩礫地、湿原に
も生育する。桜島の遷移では、初期の低木林期に出現することでわかるよ
うに乾燥した痩悪地にも生育するし、高層湿原の泥炭上にも出現する。これ
らの生育地に共通する点は、日照が十分にあたる程度しかないように思
う。高さは５ｍ程になるが、葉は対生で、葉柄は長さ１～４cm。葉身は長さ５～
15cmで大きさの変異は大きい。７月から８月の終わりにかけ、枝先に円錐状
の花序を形成する。

シウリザクラは山地に生える落葉高木で，高さ20m，太さ50cmに達する。樹
皮は灰褐色で縦に裂け，不規則な小片となってはげる。若葉は紅色，成葉は
長楕円形で長さ8～13cm，尾状に鋭くとがり基部は心形，針状にとがった細
鋸歯がある。葉柄の上部に腺点がある。花は10～15cmの総状花序で葉より
も遅れて咲く。実は暗紅色から黒色となる。

20 23
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和名(別名)　　 科名 備考 和名(別名)　　 科名 備考

イヌエンジュ マメ科 広葉樹 ツタウルシ ウルシ科 つる性木本

エゾヤマハギ マメ科 広葉樹 ニシキギ ニシキギ科 広葉樹

キハダ(シコロ) ミカン科 広葉樹 マユミ ミシキギ科 広葉樹

落葉広葉樹，高さ２ｍほどになる。道内では地上部が枯れることがあるが，
根元から新たな幹が伸びてくる。小葉は広楕円形で先は円く、 裏に少し毛
がある。上部の葉のわきに蝶形の花をつける。蜜のもとになる植物。山野、
明るい林のふち。時期は8月下旬から9月

日本、中国に自生する。紅葉が見事で、モミジ・スズランノキと共に世界三大
紅葉樹に数えられる。若い枝では表皮を突き破ってコルク質の2～4枚の翼
（ヨク）が伸長するので識別しやすい。葉は対生で細かい鋸歯があり、マユ
ミやツリバナよりも小さい。枝葉は密に茂る。 初夏に、緑色で小さな四弁の
花が多数つく。あまり目立たない。 果実は楕円形で、熟すと果皮が割れ
て、中から赤い仮種皮に覆われた小さい種子が露出する。これを果実食の
鳥が摂食し、仮種皮を消化吸収したあと、種子を糞として排泄し、種子散布
が行われる。
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キハダは、幹の直径が１メートルをこすものもあり、落葉性の高木です。樹皮
の最外層には、厚い淡黄色のコルク質が発達していて寒い地方ほど厚く
なっています。コルクの内側には皮部があり、これも厚く鮮黄色をしていま
す。葉は対生する奇数羽状複葉で、小葉は６～７枚、長さ１０センチ程の長楕
円形をしています。キハダの木は、雌雄異株で初夏に黄緑色の小花を多数
つけた円錐花序を枝先につけますが、あまり目立ちません。果実は球形で
始めは、緑色で熟すると黒色に変化します。精油を多く含み。特異臭があり
ます。

北海道～九州の丘陵から山地の林内や林縁にはえる高さ3mほどの落葉小
高木。当年枝は緑色で、なめらかです。葉は対生する単葉で、長さ5～15cm、
幅2～8cmの楕円形～長楕円形で、縁に波状の細かい鋸歯があります。葉は
秋に紅葉します。葉柄は長さ0.5～2cmです。雌雄異株で、雄株・雌株とも花
序や花の形は同じです。当年枝の基部の芽鱗痕わきに1～2対、長さ2～4cm
の集散花序をだし、1～7個の花がつきます。材が粘り強く、よくしなるので、
古くから弓の材料にされ、印鑑や櫛材にも利用されます。

25 28

落葉高木。北海道～九州の山地の林縁、川岸、湿地の周辺に生える。高さ約
15ｍほどになる。樹皮は緑褐色で平滑、丸い皮目がある。枝は折るとソラマ
メに似た臭気がする。葉は奇数羽状複葉。小葉は4～7対あり、長さ3～6cm
の卵形で、裏面には短毛が生える。枝先に総状花序を数個出し、長さ7～
10mmの蝶形花を多数つける。旗弁は後方に強くそり返り、萼に接する。雄し
べ10個はすべて離生する。果実は豆果。長さ3～9cmの広線形、10～11月に
熟すが、裂開しない。種子は長さ約7mmの長楕円形で、2～4個入っている。
花期は7～8月。冬芽は卵形。

ツタウルシは北海道から九州の日本各地、樺太・南千島・中国などにも分布
する落葉のツル植物。ブナ林や暖温帯上部に生育し、気根を出して他の樹
木の幹などをよじ登る。地面を這っていることもあり、うっかり座るとお尻
がかぶれてしまったりするので要注意。紅葉は他のウルシ属と同様に美し
く、秋のブナ林を彩っている。葉は３枚の小葉からなり、頂小葉は5～15cm。
雌雄異株で、６－７月に葉腋に小さな花を多数つける。花は黄緑色で花弁は
長さ2.5～3mm。果実は扁球形で夏に熟し、縦筋がある。

26 29
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和名(別名)　　 科名 備考 和名(別名)　　 科名 備考

ヤマモミジ カエデ科 広葉樹 サルナシ(コクワ、シラクチヅル) マタタビ科 つる性木本

イタヤカエデ(エゾイタヤ) カエデ科 広葉樹 ハリギリ(センノキ) ウコギ科 広葉樹

ヤマブドウ ブドウ科 つる性木本 ミズキ ミズキ科 広葉樹

落葉高木。土地をあまり選ばない。葉や果実等の形態変異が大きく，エゾイ
タヤは高さ25m，太さ1mになる。樹皮は灰色～暗灰色。若いうちは平滑だが
成長につれて波状の縦じわが生じ，大径になると縦横に不規則な割れ目が
入る。葉は十字対生する。葉の色は，新葉のころ緑黄色で夏場が濃緑色，秋
には黄色となる。葉の形状は，長さ・幅が同じくらいで5～10cm，手のひら状
に5つ又は7つに中～浅裂する。裂片は三角形。果実はへん平で2個に分裂
し片側に翼がつく。翼は斜めに開出し長さ3～4cm。冬芽は無毛。

日本全土（特には北海道）・朝鮮半島・中国の山地に分布する。若木は枝や樹
幹にとげがあるが、老木になるに従い鋭さを失い瘤になる。幹の樹皮に深
く縦に入った筋（裂け目）がこの樹木を特徴づける。葉柄は長さ10-30cm、葉
身は掌状に5-9裂し、カエデのような姿で径10-25cmと大きく、天狗の団扇
のような形をしている。そこから「テングウチワ」と呼ばれることもある。秋
には黄褐色に黄葉する。7-8月、黄緑色の小花が球状に集まったものが傘
状につき、藍色の丸い果実を結ぶ

36

つる性の低木落葉樹である。随は褐色で、若い枝や葉にはくも毛がある。
蔓（つる）は、葉に対生する巻き髭で他の植物等に巻き付き、高く上る。葉は
10- 30cm程の大きさで互生し、柄元に窪みのある五角形様で裏面に茶褐
色の毛が生える。秋には、紅葉する。初夏に開花し、花は葉に対生する花柄
に黄緑色の小花が多数着花する。萼（がく）は輪形で、花弁および雄しべは
5つ、雌しべは1つからなる。果実は球形で秋に熟し黒紫色になる。甘酸っぱ
く、生食できる。

ミズキは北海道から九州までの日本各地、朝鮮・台湾・中国・ヒマラヤにも分
布する落葉高木。ミズキの名前は、樹液が多く、早春に切ると水が滴り落ち
るからであるという。そのような性質であることからもわかるように、渓谷
周辺などの水分条件の良い場所や渓谷斜面などに生育する。成長速度は
速く、伐採跡などにも侵入し、土壌の良好な場所では優占することもある。
葉は側脈が平行に走り、ミズキ科の特徴をよく示している。花は５月から６
月のはじめにかけて咲きく。花弁は４枚で雄しべも４本。

31 34

落葉高木。北海道、青森～島根県の日本海側の山地の谷間など、やや湿り
気のある斜面に生える。日本海側の多雪地に多く見られる。高さ5～10ｍ、
直径50cmほどになる。樹皮は暗灰褐色。はじめはなめらかだが、成木にな
ると浅く縦に割れる。葉は対生。葉身は直径5～10cmで、掌状に5～9裂す
る。基部はハート形。裂片の先は尾状にとがり、ふちには不ぞろいの欠刻状
の重鋸歯がある。花期は5～6月。冬芽は紅色で無毛。

花は白色で、果実はキウィフルーツを無毛にしてかなり小さくしたような緑
色の2～3cm程度のものに熟する。果実の味はキウィフルーツに似ている。ツ
ルは直径約5cm、長さは50mにも伸びることがある。非常に丈夫で腐りにく
いことから「祖谷のかずら橋」（吊り橋）の材料にも使用されている。また、
水を吸い上げる能力が高く、蔓の中にも大量の樹液を含み、樹勢の強い時
期に太い蔓を切ると大量の樹液が出てくる。山中で飲用水が不足した場合
に用いられることもある。
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和名(別名)　　 科名 備考 和名(別名)　　 科名 備考

エゾムラサキツツジ(トキワゲンカイ) ツツジ科 広葉樹 エゾニワトコ スイカズラ科 広葉樹

ヤチダモ(タモノキ) モクセイ科 広葉樹 バンクスマツ(バンクシアナマツ) マツ科 針葉樹(外来種)

ハシドイ(ドスナラ) モクセイ科 広葉樹 ノムラカエデ(ノムラ) カエデ科 広葉樹(園芸)

ヤチダモは北海道、本州、朝鮮に分布する落葉高木。湿原の周辺などの湿
潤地に生育する。北陸では畦などに列植し、イネを干す為に利用したとい
う。元来は冷涼な地域に生育するので、岡山県では県北の脊梁地帯にわず
かに生育する程度である。北海道では、街路樹にも多数植栽されていた。
大きなものでは直径１ｍにも達するという。葉は羽状複葉で、枝は太い。雌
雄異株であり、花は４～５月に咲く。秋に翼のある長さ2.5～3.5cmの果実が
できる。

常緑針葉，北アメリカ原産。高さ20ｍほどに成長する。球果が長く枝上に残
る。枝先が曲がることが多く，樹形は不整形になる。針状の葉は２本1束で枝
に付く。葉は僅かに湾曲しており、色は僅かに黄色みを帯びた緑色。成木の
樹高は9-22 mと幅が大きい。条件が悪い場所では成長が悪く、低木並みの
ところもある。樹冠は不規則で、四方八方に枝を伸ばすことがしばしば見ら
れる。樹皮は白っぽい灰色で鱗状に荒く裂ける。

山地の林内に生育する落葉小高木。ライラックに代表されるハシドイ属は
ユーラシア大陸に約30種が分布し、日本にはハシドイのみが自生する。5-7
月に枝先に円錐花序を出し、小さな芳香のある白色の漏斗形の花を多数つ
ける。花冠は4裂する。葉は対生し、葉身は5-10cmの広卵形、先が尖り、縁は
全縁。街路樹や公園樹などで植栽される。材は建築用に利用される。

落葉広葉樹，大きなものは高さ10ｍほどになる。葉の色が春から秋まで紫紅
色した園芸品種。春に紅葉する珍しいモミジです。 オオモミジ(大紅葉)系
カエデ(楓)の園芸品種で、葉は大きく、春は暗紫色、 夏は深緑色、秋は紫
紅色となる落葉中高木です。 葉は7～8裂します。半陰地や水分が好きで
乾燥を好まない樹木ですが、 紅葉が美しいのは日向で多少乾燥気味の場
所に植えられたものといわれます。
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エゾムラサキツツジは、北東アジアに原産し、高さが１～２メートルになる半
常緑低木で、日本では北海道に自生種が見られる。よく枝分かれし、その先
端に直径２～３センチの紅紫色の花を数個集まってつける。 花冠は漏斗形
で、５個に深く裂ける。葉は枝先に集まってつき、楕円形～長楕円形で、先は
とがらず縁はしばしば外側に巻く。質は硬く、光沢があり、両面に鱗片毛が
密生する。

落葉広葉樹，高さ５ｍ，太さ20cmほどになる。山や原野などに生える。夏から
秋に赤く熟す果実がきれいである。別名カラスノミとも言う。５月～６月に
咲く落葉低木。漢字で「蝦夷接骨木」と書きます。接骨木は、骨折した時の薬
として利用されたことから付けられた名前だそうです。至る所で見ること
のできるごく普通の低木ですが、花の色はパッと目立つものではないため
気づかないことが多いようです。　夏の初めには果実が熟します。普通実
の色は赤い色なのですが、時に黄色い実を付けるものがあり、学者によっ
ては、キミノエゾニワトコと呼ぶ人もいます。
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（草花の部）         オホーツクみどり検定（カイド編）    

 和 名（別 名） 科 名 備 考 

1 

２ 

3 

ヨブスマソウ 

ミミコウモリ   

ヤマニガナ 

キク科 

キク科  

キク科 

 

4 ツルニンジン  （ジイソブ） キキョウ科  

5 クルマバソウ アカネ科  

6 オオバコ オオバコ科  

7 クサノオウ ケシ科  

８ オオハナウド セリ科  

９ キツリフネ ツリフネソウ科  

10 サイハイラン ラン科  

11 オニシモツケ バラ科  

12 

13 

エゾトリカブト  

サラシナショウマ 

キンポウゲ科

キンポウゲ科 

 

 

14 

15 

オオイタドリ 

ミゾソバ 

タデ科 

タデ科 

 

16 ヒトリシズカ センリョウ科  

17 

18 

19 

マイヅルソウ 

オオウバユリ 

オオアマドコロ 

ユリ科 

ユリ科 

ユリ科 

 

 

20 コウライテンナンショウ サトイモ科  

 

 



和名(別名)　　 科名 備考 和名(別名)　　 科名 備考

ヨブスマソウ キク科 ツルニンジン(ジイソブ) キキョウ科

ミミコウモリ キク科 クルマバソウ アカネ科

ヤマニガナ キク科 オオバコ オオバコ科

低地～山地の湿った林内などに生え、茎の高さは１～２．５メートル。時に３
メートルに達する。 大型の円錐花序に、多数の頭花をつける。花冠は長さ８
ミリ前後、総苞は長さ１～１．２センチ総苞片は５～８個。１個の頭花は６～９個
の筒状花からなる。根生葉は花期には枯れてなくなる。茎の中部の葉は翼
のある長柄があり、ふつう耳状に茎を抱く。 葉身は三角状ほこ形で、先が
とがり、縁に突起状の鋸歯がある。ヨブスマとはコウモリのことで、葉の形
が翼を広げたコウモリに似ることに由来するという。

1

2

3

1～越年草
日本全土の山地に普通。茎は直立し高さ60～80cm。葉は膜質で上面深緑
色、下面はやや粉白色となり、下部のものは往々羽裂する。花序は細長い
円錐形で頭花は径1cm内外。総苞は長さ約1cm、内片は5個。そう果は長さ
3.5～4mmで両面に3肋がある。冠毛は白色。花期は8～9月。

低地～山地の林縁などに生え、茎の高さは６０～１２０センチ。茎頂の総状円
錐花序に、長さ約１センチの白色の頭花を多数つける。頭花は５～６個の筒
状花からなり、花冠の先は浅く５裂する。雌しべは１個、雄しべは５個。葉は腎
形で、長い柄があり、３～４個が互生する。基部は耳状で茎を抱く。

つる性多年草。北海道～九州の山麓や平地の林の中に生える。葉は互生す
るが、側枝の先ではふつう3～4個集まってつき、長さ3～10cmの長卵形で、
裏面は粉白を帯びる。花は側枝の先に下向きにつき、白緑色で内側に紫褐
色の斑点がある。花冠は長さ2.5～3.5cmの広鐘形。根は倒卵状紡錘形で、
先端が細くなる。萼片は長さ2～2.5cm。さく果は直径2～2.5cm。種子は淡褐
色で光沢はなく、片側に種子よりおおきな翼がある。花期は8～10月。

5

多年草。北海道～本州の山地の林内に生える。茎は直立して高さ20～30cm
になり、枝分かれせず、無毛。葉は6～10個が輪生し、狭長楕円形または倒
披針形で長さ1.5～4cm、幅3～13mm、柄はない。花冠は白色で漏斗形、先は
４裂し、長さ5mmほど。雄しべは4個。果実は球形でかぎ状毛が密に生え、乾
くとクマリンの芳香がある。葉は乾いてもクルマムグラと違い黒くならな
い。花期は5～7月。

6

多年草。日本全土の日当たりのよい道ばたや荒れ地などにふつうに見られ
る。踏み固められた道路などにも平気で生える。葉は全て根生し、長さ4～
15cm、幅3～8cmの卵形または広卵形、まれに楕円形と変化が多い。葉柄は
長く、断面は半月形。根生葉の間から高さ10～20cmの花茎を数本のばし、小
さな花を穂状にびっしりとつける。花萼片は長さ約2mmでふちは白色の膜
質。苞は萼片より小さく、先端は赤みを帯びる。果実は熟すと中央部で横に
割れる蓋果。上半部は円錐状でややとがり、この部分が帽子のようにとれ
る。種子は6～8個。花期は4～9月。

4



和名(別名)　　 科名 備考 和名(別名)　　 科名 備考

クサノオウ ケジ科 サイハイラン ラン科

オオハナウド セリ科 オニシモツケ バラ科

キツリフネ ツリフネソウ科 エゾトリカブト キンポウゲ科

12

キツリフネは、北半球に広く分布し、日本では北海道から九州にみられる１年
生草本。低地から山地の谷あいの林内や林縁など、湿った半日陰地に生育
する。和名は黄色の花を咲かせるツリフネソウの意味。高さは50センチほど
で、茎は直立して枝を分け、全体に軟弱なイメージがある。葉は互生し、葉
身は楕円形で、質はやわらかい。北海道では夏の初めから秋にかけて、葉
腋から細い花茎を出し、黄色の花を数個咲かせる。花は、つぼみの時期は
葉の上にあるが、膨らんで大きくなるにつれて下垂れ、開花するころには
葉の下（裏）にある。

北海道の湿った山野に自生する キンポウゲ目キンポウゲ科トリカブト属の
多年草です。 烏帽子に似た紫色の花のようなものは萼片で、花は隠れて
見えません。 全草が猛毒で知られ、北海道の先住民は矢毒に使いました。
多年草　草丈：60～150cm　花序形：散房花序　花冠長：3cm　 花色：青紫
花：烏帽子状の花のように見えるのは5枚の萼片、本当の花弁は2枚で見え
ない　 葉形：３裂　果実形：袋果　雄蕊数：多数　雄蕊色：暗紫色　 注記：全
草に猛毒あり

7 10

越年草。北海道～九州の日当たりのよい道ばたや草地、林縁などに生え
る。高さ30～80cm。全体に縮れた毛が多いので、白っぽく見える。茎や葉を
切ると黄色の乳液がでる。葉は1～2回羽状に裂ける。花は鮮黄色で直径約
2cm。多数の雄しべの間に体をくねらせた青虫のような雌しべがある。毛の
多い2個の萼片は開花と同時に落ちる。さく果は長さ3～4cmの細長い円柱
形。種子は熟すと黒くなり、種枕がつく。花期は4～7月。

多年草。北海道～九州の山林内に生える。偽球は卵球形で高さ2～3cm。葉
は1～（2）個、偽球に頂生し長楕円形、長さ20～40cm、幅4～8cm、無毛で両
端尖り、3脈が目立つ。基部は3～10cmの葉柄となる。花茎は偽球に側生し、
直立して高さ30～50cm、太さ3～5mmあって数個の鞘状葉がある。花は淡
緑褐色で紅紫色を帯び、下垂して弁はあまり開かない。ずい柱は棒状で長
さ2.6cm、花粉塊は4個。果実は長楕円形で長さ2～2.5cm、先に長いずい柱
が残る。花期は5～6月。

8 11

9

オオハナウドは北海道と本州の近畿地方以北、ウスリー、オホーツク、千島、
カムチャッカに分布する、大型の多年生草本。本州では高海抜地を中心に
生育するが、北海道では低地から山地まで広く見られる。日当たりの良い
やや湿った林内に生育して、しばしば群生する。全草大型で草丈は２メート
ル程にもなり、葉も大きくて３小葉からなり、頂小葉は大人の顔が隠れるほ
どである。花序も大きく、白い花が無数に集まり半球形となり、遠くからで
もよく目立つ。

北海道および本州中北部に分布。山地の湿地に生える多年草。菅平湿原で
見られる。根茎は太い。茎は高さ 1～2 m、稜角がある。葉は互生、奇数羽状
複葉。頂小葉は円形～扁円形、幅 15～25 cm、掌状に５裂し、基部は浅く湾
入、縁に重鋸歯がある。花期は6～9月。花は直径６～８mm、白色まれに薄紅
色、茎の先に散房状に多数つく。花序には短毛が密生。がく片は合生、浅い
椀状、５裂片があり、花時に反曲。花弁は (４～)５個、倒卵形、全縁。



和名(別名)　　 科名 備考 和名(別名)　　 科名 備考

サラシナショウマ キンポウゲ科 ヒトリシズカ センリョウ科

オオイタドリ タデ科 マルヅルソウ ユリ科

ミゾソバ タデ科 オオウバユリ ユリ科

13 16

多年草。北海道～九州の山地の木陰や草原に生える。地下茎は横に伸び
る。茎は高さ1mに達し、上部は分枝して短毛を密生するが、下部は無毛。葉
は互生し、長柄があって大きく、下葉は35～55cm、3回3出、上部のものは2
～3回3出。葉柄基部は広がり膜質となって茎を抱く。小葉は卵形、欠刻縁、
鋭頭または鋭尖頭、両面に短毛を散生する。長い総状花序をつける。花柄
は5～10mm、密に短毛がある。花柱は1～2mm、先は少し曲がる。種子は長さ
2mm、翼がある。花期は8～10月。

多年草。北海道～九州の山野の林内や草地に生える。高さ10～30cm。茎は
直立し、はじめ赤紫色を帯びるものが多い。茎の下部の節には膜質の鱗片
状の葉がつく。上部には2対の葉が十字形に対生するが、節間がごく短い
ので、4個の葉が輪生しているように見える。葉は光沢のある濃緑色で、長
さ6～10cmの楕円形～卵状楕円形。先は短く急にとがり、雄しべの花糸は白
色でよく目立つ。外。果実は核果で長さ2.5～3mmのゆがんだ倒卵形。花期
は4～5月。

14 17

15

山野、道端、川べりなどに生え、茎の高さは１～３メートル。葉腋から立ち上が
る花序に、小さな花を多数密につける。雌雄異株で、雌花は下向きに穂状に
垂れ、雄花は上向きに穂状に立つ。 葉は広卵形で、長さ１５～３０センチ、幅１
０～２５センチ。基部は心形で、先がとがり、裏面は粉白色を帯びる。 和名の
オオイタドリはイタドリより大型であることに由来する。イタドリ(疼痛、およ
び痛取)は、葉を揉んで貼り付けると、打ち身などの痛みが取れることに由
来するという。

多年草。北海道～九州の山地から亜高山帯の針葉樹林内に生える。根茎は
長くはう。茎は高さ10～25cm。葉は長さ2～4cmの柄があり、卵心形で長さ3
～7cm、先はとがり、基部は深い心形。茎頂に白色の小さな花を多数総状に
つける。花被片は4個、長さ約2mmでそり返る。果実は球形の液果で直径5～
7mm、赤く熟す。花期は5～7月。

18

北海道～九州の溝や水辺に多い。茎は地をはい節から根をだし、上部は
立って30～70cmとなり、まばらに逆刺がある。葉は卵状ほこ形で4～10cm、
先は鋭尖形、まれに鈍頭、質薄く、両面に刺毛星状毛を散生する。葉柄には
逆刺があるが、ないこともある。葉鞘は短く、ふちは多くは毛が生えてい
て、時に広がって緑色となるが歯牙はない。花は枝の先に頭状につく。花柄
に腺毛がある。花被は紅紫色で下部は白色、長さ4～5mm、5裂する。果実は
3稜形、深褐色、径3mm。花期は8～10月。

本州の中部以北、北海道に分布し、やや湿り気のある林内、林縁に自生す
る。高さは1.5 - 2.0mくらいになり、花期は7 - 8月で、10 - 20個の黄緑色
ないし緑白色の花をつける。翌春まで立ち枯れした、実をつけた茎をみる
ことがある。花をつけた株は一生を終えるが、元株の脇に子株が育ってい
る。関東地方以西から四国、九州に分布するウバユリより大型で、花の数も
多い。



和名(別名)　　 科名 備考 和名(別名)　　 科名 備考

オオアマドコロ ユリ科 バイケイソウ ユリ科

コウライテンナンショウ サトイモ科

シャク セリ科

19

低地～山地の湿った林内などに生え、茎の高さは６０～１００センチで、稜角
がある。葉腋から花柄を下げ、長さ２～２．５センチの白色で先が緑色の花を
２～４個つける。葉は互生し、長楕円形。裏面は粉白色を帯び、小脈上に微細
な突起がある。果実は茎の下部につけ、直径約１センチの球形の液果で、黒
紫色に熟す。花期：５～６月

開花時期は、6-8月。直径1.5-2cmほどの緑白色の花を房状に多数つける
（茎の上部に大形の円錐花序となる。6枚の花被片は長さ1-1.5cm程の細卵
形でその先尖り、雄しべはその半分程の長さ。開花期の草丈は0.6-1.5mと
なる。葉は長さ15-30cm、幅10-20cmの広楕円形-長楕円形で、その先が尖
る。この和名は、花がウメ、葉がケイランに似ていることに由来する。

20

低地～山地のやや暗い林内や林縁などに生え、茎の高さは３０～８０セン
チ。雌雄異株。茎は緑で紫褐色のまだら模様がある。茎先に、筒状の仏炎苞
(苞葉)をつけ、緑色に白色のすじがついた縞 模様がある。筒の中には、こ
ん棒状の付属体がある。葉は鳥足状の複葉。小葉は長楕円形で、７個 以上
ある。果実は赤く熟す。ことが見分けのポイントだという。また、コウライテ
ンナンショウはヘビのマムシの肌に似て紫がかった褐色のまだら模様が見
られる。

多年草。北海道～九州の山の谷間に生える。根は太く肥大する。茎は中空
で高さ1m内外に達し上部は分枝する。葉は2～3回羽状で軟かく、下面脈上
に剛毛が散生する。花は白色で、花序の周辺部の花は外方の花弁が大きく
なっている。小総苞片は数個あり長さ2～5mmで反曲する。果実は小散形花
序に5～11個がみのり、長さ6～8mm、若い時は花柄の先に剛毛からなる小
冠があり、披針形平滑で熟すと黒くなる。花期は5～6月。


